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(57)【要約】
　本発明は、低電力モードを有する携帯用超音波診断装
置及びその遂行方法に関するものであって、本発明によ
る低電力モードを有する携帯用超音波診断装置は、超音
波信号を被検体に送信した後、被検体から反射されてき
たエコー信号を受信する超音波プローブと、超音波プロ
ーブから反射されてきたエコー信号を収集してフレーム
データを生成するビームフォーマと、ビームフォーマか
ら生成されたフレームデータにスキャン変換を行って、
超音波映像を形成するスキャン変換部と、スキャン変換
された超音波映像が表示されるディスプレイ画面を備え
るディスプレイ部と、ディスプレイ部の超音波映像のう
ち、超音波診断を行わない場合の映像に対するイメージ
データを保存するメモリと、ディスプレイ部の超音波映
像とメモリに保存されたイメージデータとを比較分析す
る超音波映像比較分析器と、超音波映像比較分析器によ
って、ディスプレイ部に表示される超音波映像が超音波
診断を行わない場合の超音波映像と判断されれば、全体
回路を低電力モードに移行させる低電力モード制御部と
、を備える。したがって、本発明は、超音波映像が表示
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波信号を被検体に送信した後、前記被検体から反射されてきたエコー信号を受信す
る超音波プローブと、
　前記超音波プローブから反射されてきた前記エコー信号を収集してフレームデータを生
成するビームフォーマと、
　前記ビームフォーマから生成された前記フレームデータにスキャン変換を行って、超音
波映像を形成するスキャン変換部と、
　前記スキャン変換された超音波映像が表示されるディスプレイ画面を備えるディスプレ
イ部と、
　前記ディスプレイ部の超音波映像のうち、超音波診断を行わない場合の映像に対するイ
メージデータを保存するメモリと、
　前記ディスプレイ部の超音波映像と前記メモリに保存されたイメージデータとを比較分
析する超音波映像比較分析器と、
　前記超音波映像比較分析器によって、前記ディスプレイ部に表示される超音波映像が超
音波診断を行わない場合の超音波映像と判断されれば、全体回路を低電力モードに移行さ
せる低電力モード制御部と、
を備えることを特徴とする低電力モードを有する携帯用超音波診断装置。
【請求項２】
　前記ディスプレイ部の前記ディスプレイ画面は、超音波映像が表示されるメイン画面及
びユーザ命令を入力されるインターフェース画面を含み、
　前記メイン画面は、
　超音波診断を行わない場合に、前記超音波プローブから発生する全反射によって光が集
中されて、周囲に比べて相対的に照度が高く形成される第１領域と、
　前記超音波プローブで前記エコー信号を受信することができない場合に、全体的に類似
した照度を有し、映像判読が難しい暗い画面に形成される第２領域と、
を備えることを特徴とする請求項１に記載の低電力モードを有する携帯用超音波診断装置
。
【請求項３】
　前記ディスプレイ部の超音波映像と前記メモリに保存されたイメージデータとを周期的
に比較分析し、前記低電力モードで一定時間経過後、正常電源モードに戻ってくるために
タイマを備えることを特徴とする請求項１に記載の低電力モードを有する携帯用超音波診
断装置。
【請求項４】
　前記低電力モードは、
　全体動作を制御する制御回路部を除き、電源が印加されない状態であることを特徴とす
る請求項１に記載の低電力モードを有する携帯用超音波診断装置。
【請求項５】
　超音波診断を行わない場合のイメージデータが保存されたメモリを備える低電力モード
を有する携帯用超音波診断装置の遂行方法において、
　被検体の超音波映像を収集する第１段階と、
　前記被検体の超音波映像を、超音波診断を行わない場合のイメージデータと比較する第
２段階と、
　前記第２段階で超音波診断を行う場合には、前記第１段階にフィードバックし、超音波
診断を行わない場合には、低電力モードに移行する第３段階と、
　前記第３段階で前記低電力モードに移行した場合に、一定時間待機する第４段階と、
　前記第４段階で一定時間が経過すれば、前記低電力モードを解除し、前記第１段階にフ
ィードバックすることを特徴とする低電力モードを有する携帯用超音波診断装置の遂行方
法。
【請求項６】
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　前記被検体の超音波映像を、超音波診断を行わない場合のイメージデータと比較する前
記第２段階は、
　前記被検体の超音波映像と前記メモリに保存されたイメージデータとの差分映像を求め
て比較する段階であることを特徴とする請求項１に記載の携帯用超音波診断装置の遂行方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、低電力モードを有する携帯用超音波診断装置及びその遂行方法に係り、より
詳細には、超音波映像が表示されるディスプレイ部の特定領域の明るさを周期的に分析し
て、超音波診断を行わない場合に、低電力モードに切り替えて全体消費電力量を減らし得
る低電力モードを有する携帯用超音波診断装置及びその遂行方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、無侵襲及び非破壊の特性を有しており、対象体内部の情報を得るた
めの医療分野で広く用いられている。超音波診断システムは、被検体を直接切開して観察
する外科手術が不要であり、被検体内部組織の高解像度の映像を医師に提供することがで
きるので、医療分野で非常に重要に用いられている。
【０００３】
超音波診断装置は、被検体の体表から体内の目的部位に向けて超音波信号を照射し、反射
された超音波信号から情報を抽出して軟部組織の断層や血流に関するイメージを無侵襲で
得るシステムである。
【０００４】
　このような超音波診断装置は、Ｘ線検査装置、ＣＴスキャナー（Ｃｏｍｐｕｔｅｒｉｚ
ｅｄ　Ｔｏｍｏｇｒａｐｈｙ　Ｓｃａｎｎｅｒ）、ＭＲＩスキャナー（Ｍａｇｎｅｔｉｃ
　Ｒｅｓｏｎａｎｃｅ　Ｉｍａｇｅ　Ｓｃａｎｎｅｒ）、核医学検査装置のような他の映
像診断装置と比較した時、小型で安価であり、リアルタイムで表示可能であり、Ｘ線など
の被爆がなくて、安全性が高いという長所を有するので、心臓、腹部内臓、泌尿器及び生
殖器の診断のために広く用いられている。
【０００５】
　従来の超音波診断装置は、常時電源が供給されるＡＣ交流電源を使うために、電力不足
の状況が発生しなかったが、最近、電力が限定されたバッテリを電力源として使う携帯用
超音波診断装置を使うようになって、一般携帯用電子機器に比べて消費電力量が高い特性
上、最小限の電力で使用時間を最大限に確保するための低電力技法への関心が高まりつつ
ある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、前記問題点を解決するために案出されたものであって、本発明は、超音波映
像が表示されるディスプレイ部の特定領域の明るさを周期的に分析して、超音波診断を行
わない場合に、低電力モードに切り替えて全体消費電力量を減らし得る低電力モードを有
する携帯用超音波診断装置及びその遂行方法を提供するところにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態による低電力モードを有する携帯用超音波診断装置は、超音波信号を
被検体に送信した後、前記被検体から反射されてきたエコー信号を受信する超音波プロー
ブと、前記超音波プローブから反射されてきた前記エコー信号を収集してフレームデータ
を生成するビームフォーマと、前記ビームフォーマから生成された前記フレームデータに
スキャン変換を行って、超音波映像を形成するスキャン変換部と、前記スキャン変換され
た超音波映像が表示されるディスプレイ画面を備えるディスプレイ部と、前記ディスプレ
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イ部の超音波映像のうち、超音波診断を行わない場合の映像に対するイメージデータを保
存するメモリと、前記ディスプレイ部の超音波映像と前記メモリに保存されたイメージデ
ータとを比較分析する超音波映像比較分析器と、前記超音波映像比較分析器によって、前
記ディスプレイ部に表示される超音波映像が超音波診断を行わない場合の超音波映像と判
断されれば、全体回路を低電力モードに移行させる低電力モード制御部と、を備える。
【０００８】
　前記ディスプレイ部の前記ディスプレイ画面は、超音波映像が表示されるメイン画面及
びユーザ命令を入力されるインターフェース画面を含む。
【０００９】
　前記メイン画面は、超音波診断を行わない場合に、前記超音波プローブから発生する全
反射によって光が集中されて、周囲に比べて相対的に照度が高く形成される第１領域と、
前記超音波プローブでエコー信号を受信することができない場合に、全体的に類似した照
度を有し、映像判読が難しい暗い画面に形成される第２領域と、を備える。
【００１０】
　本発明の実施形態による低電力モードを有する携帯用超音波診断装置は、前記ディスプ
レイ部の超音波映像と前記メモリに保存されたイメージデータとを周期的に比較分析し、
前記低電力モードで一定時間経過後、正常電源モードに戻ってくるためにタイマを備える
。
【００１１】
　前記低電力モードは、全体動作を制御する制御回路部を除き、電源が印加されない状態
であることが望ましい。
【００１２】
　本発明の実施形態による低電力モードを有する携帯用超音波診断装置の遂行方法は、超
音波診断を行わない場合のイメージデータが保存されたメモリを備える低電力モードを有
する携帯用超音波診断装置の遂行方法において、被検体の超音波映像を収集する第１段階
と、前記被検体の超音波映像を、超音波診断を行わない場合のイメージデータと比較する
第２段階と、前記第２段階で超音波診断を行う場合には、前記第１段階にフィードバック
し、超音波診断を行わない場合には、前記低電力モードに移行する第３段階と、前記第３
段階で前記低電力モードに移行した場合に、一定時間待機する第４段階と、前記第４段階
で一定時間が経過すれば、低電力モードを解除し、前記第１段階にフィードバックする。
【００１３】
　前記被検体の超音波映像を、超音波診断を行わない場合のイメージデータと比較する第
２段階は、前記被検体の超音波映像と前記メモリに保存されたイメージデータとの差分映
像を求めて比較する段階である。
【発明の効果】
【００１４】
　前述したように、本発明は、超音波映像が表示されるディスプレイ部の特定領域の明る
さを周期的に分析して、超音波診断を行わない場合に、低電力モードに切り替えて全体消
費電力量を減らし得る低電力モードを有する携帯用超音波診断装置及びその遂行方法を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態による低電力モードを有する携帯用超音波診断装置を示すブロ
ック図である。
【図２】本発明の実施形態による低電力モードを有する携帯用超音波診断装置の遂行方法
を示すフローチャートである。
【図３】本発明の実施形態による超音波を用いて被検体を診断する場合の超音波映像が表
われるディスプレイ画面である。
【図４】本発明の実施形態による超音波を用いて被検体を診断しない場合のディスプレイ
画面である。
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【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明の実施形態は、当業者に本発明をさらに完全に説明するために提供されるもので
あり、下記の実施形態は、さまざまな他の形態に変形され、本発明の範囲が、下記の実施
形態に限定されるものではない。むしろ、これら実施形態は、本開示をさらに充実かつ完
全にし、当業者に本発明の思想を完全に伝達するために提供するものである。
【００１７】
　本明細書で使われた用語は、特定の実施形態を説明するために使われ、本発明を制限す
るためのものではない。本明細書で使われたように、単数形態は、文脈上、他の場合を確
かに指摘するものではないならば、複数の形態を含み得る。また、本明細書で使われる“
含む（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）”及び／または“含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）”は、言及し
た形状、数字、段階、動作、部材、要素及び／またはこれらグループの存在を特定するも
のであり、１つ以上の他の形状、数字、動作、部材、要素及び／またはグループの存在ま
たは付加を排除するものではない。本明細書で使われるように、用語“及び／または”は
、当該列挙された項目のうち何れか１つ及び１つ以上のあらゆる組合わせを含む。
【００１８】
　本明細書で、第１、第２などの用語が多様な部材、領域及び／または部位を説明するた
めに使われるが、これら部材、部品、領域、層及び／または部位は、これら用語によって
限定されてはならないということは自明である。これら用語は、特定の順序や上下、また
は優劣を意味せず、１つの部材、領域または部位を他の部材、領域または部位と区別する
ためにのみ使われる。したがって、以下、前述する第１部材、領域または部位は、本発明
の教えから外れずとも、第２部材、領域または部位を称することができる。
【００１９】
　一方、本発明による携帯用超音波診断装置は、超音波プローブ（ｐｒｏｂｅ）、ビーム
フォーマ（ｂｅａｍ　ｆｏｒｍｅｒ）、スキャン変換部及びディスプレイ部を含む。
【００２０】
　超音波プローブは、超音波信号を被検体に送信し、被検体から反射されるエコー信号を
受信して受信信号を形成する。また、超音波プローブは、超音波信号と電気信号とを互い
に変換するように動作する少なくとも１つの変換素子（ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒ　ｅｌｅｍ
ｅｎｔ）を含む。
【００２１】
　ビームフォーマは、超音波プローブから提供される受信信号をアナログ／デジタル変換
した後、各変換素子の位置及び集束点を考慮して時間遅延させ、時間遅延されたデジタル
信号を合算してフレームデータを生成する。
【００２２】
　スキャン変換部は、フレームデータがディスプレイ部のディスプレイ画面に表示される
ようにスキャン変換を行う。
【００２３】
　ディスプレイ部は、スキャン変換された超音波データを超音波映像にディスプレイ画面
上に表示する。
【００２４】
　以下、添付図面を参照して、本発明の望ましい実施形態を詳しく説明する。
【００２５】
　図１は、本発明の実施形態による低電力モードを有する携帯用超音波診断装置を示すブ
ロック図である。
【００２６】
　図示されたように、本発明の実施形態による低電力モードを有する携帯用超音波診断装
置は、超音波プローブ１０、ビームフォーマ２０、スキャン変換部３０、ディスプレイ部
４０、メモリ５０、超音波映像比較分析器６０、及び低電力モード制御部７０を含み、全
体回路動作は、制御部１によって制御される。
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【００２７】
　より詳細には、超音波プローブ１０は、超音波信号を被検体に送信した後、被検体から
反射されてきたエコー信号を受信することができる。
【００２８】
　ビームフォーマ２０は、超音波プローブ１０から反射されてきたエコー信号を収集して
フレームデータを生成することができる。
【００２９】
　スキャン変換部３０は、ビームフォーマから生成されたフレームデータにスキャン変換
を行って、超音波映像を形成し得る。
【００３０】
　ディスプレイ部４０は、スキャン変換された超音波映像が表示されるディスプレイ画面
を備えることができる。
【００３１】
　ここで、ディスプレイ部４０は、有無線通信を通じて連結されるＰＣ、スマートフォン
、タブレット型機器、パッド型機器、ＰＤＡなどの外部機器に備えられることもある。
【００３２】
　メモリ５０は、ディスプレイ部４０の超音波映像のうち、超音波診断を行わない場合の
映像に対するイメージデータを保存することができる。
【００３３】
　超音波映像比較分析器６０は、ディスプレイ部４０の超音波映像とメモリ５０に保存さ
れたイメージデータとを比較分析することができる。
【００３４】
　低電力モード制御部７０は、超音波映像比較分析器６０によって、ディスプレイ部４０
に表示される超音波映像が超音波診断を行わない場合の超音波映像と判断されれば、全体
回路を低電力モードに移行させ得る。
【００３５】
　一方、本発明の実施形態による低電力モードを有する携帯用超音波診断装置は、タイマ
（図示せず）をさらに備えることができる。
【００３６】
　タイマによって、ディスプレイ部４０の超音波映像とメモリ５０に保存されたイメージ
データとを周期的に比較分析し、低電力モードで一定時間経過後、正常電源モードに戻っ
てくるようにする。
【００３７】
　この際、本発明の実施形態で、低電力モードは、全体動作を制御する制御回路部１を除
き、電源が印加されない状態を意味するが、これに限定されず、ディスプレイ部の電源の
み遮断するなどの他の多様な方式で電源制御を行うことが可能である。
【００３８】
　図２は、本発明の実施形態による低電力モードを有する携帯用超音波診断装置の遂行方
法を示すフローチャートである。
【００３９】
　図示されたように、本発明の実施形態による低電力モードを有する携帯用超音波診断装
置の遂行方法は、超音波映像を収集する第１段階（ステップＳ１０）、超音波映像を比較
する第２段階（ステップＳ２０）、超音波診断を行うか否かを判断する第３段階（ステッ
プＳ３０）、超音波診断を行わない場合に、低電力モードに移行する第４段階（ステップ
Ｓ４０）、及び一定時間経過後、低電力モードを解除する第５段階（ステップＳ５０）の
ような遂行段階を含み得る。
【００４０】
　前述した図１を参照して、図２のフローチャートをさらに詳細に説明すれば、次の通り
である。
【００４１】
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　まず、超音波映像を収集する第１段階（ステップＳ１０）は、ビームフォーマ２０によ
って被検体の超音波映像を収集する段階を示す。
【００４２】
　次いで、超音波映像を比較する第２段階（ステップＳ２０）は、比較分析器６０によっ
て、ビームフォーマ２０で収集した被検体の超音波映像を、メモリ５０に保存された超音
波診断を行わない場合のイメージデータと比較する段階を示す。
【００４３】
　次いで、超音波診断を行うか否かを判断する第３段階（ステップＳ３０）は、比較分析
器６０によって行われる第２段階（ステップＳ２０）の比較の結果、超音波診断を行うこ
ととなった場合には、ビームフォーマ２０によって被検体の超音波映像を収集する第１段
階（ステップＳ１０）にフィードバックし、超音波診断を行わない場合には、低電力モー
ド制御部７０によって低電力モードに移行する段階を示す。
【００４４】
　次いで、超音波未診断時に、低電力モードに移行する第４段階（ステップＳ４０）は、
第３段階（ステップＳ３０）で低電力モード制御部７０によって低電力モードに移行した
後に、タイマ（図示せず）に既定の一定時間待機する段階として具現可能である。また、
ユーザがタイマ設定を変更して待機時間を変更することもできる。
【００４５】
　次いで、一定時間経過後、低電力モードを解除する第５段階（ステップＳ５０）は、第
４段階（ステップＳ４０）で低電力モードに移行した後に、タイマに既定の一定時間が経
過すれば、低電力モードを解除し、ビームフォーマ２０によって超音波映像を収集する第
１段階（ステップＳ１０）にフィードバックする段階を示す。
【００４６】
　一方、被検体の超音波映像を、超音波診断を行わない場合のイメージデータと比較する
第２段階（ステップＳ２０）は、スキャン変換部３０から形成された被検体の超音波映像
とメモリ５０に保存されたイメージデータとの差分映像を求めて比較する段階である。
【００４７】
　すなわち、差分映像に含まれたデータの量を用いて超音波診断を行うか否かを判断する
が、差分映像を構成するデータの量が多いほど、比較される２つの映像の差が大きいと判
断することができる。
【００４８】
　図３は、本発明の実施形態による超音波を用いて被検体を診断する場合の超音波映像が
表われるディスプレイ画面である。
【００４９】
　図面に示された画面は、産婦を診断する時、ディスプレイ画面に表われる超音波映像を
示す。
【００５０】
　図示されたように、超音波映像が表われるディスプレイ画面は、超音波映像が表示され
るメイン画面４１及びユーザ命令を入力されるインターフェース画面（図示せず）を含む
。
【００５１】
　メイン画面４１を通じてディスプレイされる超音波映像を見ながら、被検体についての
診断情報を観察し、インターフェース画面を通じては、超音波映像のメニューを選択また
は変更することができる。
【００５２】
　このように、超音波を用いる被検体を診断する場合には、ディスプレイ画面に表われる
超音波映像全体に明るくて暗い領域が均一に分布されており、診断部位によって多様な形
態の映像パターンが形成されたことが分かる。
【００５３】
　図４は、本発明の実施形態による超音波を用いて被検体を診断しない場合のディスプレ
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【００５４】
　図示されたように、超音波映像が表示されるメイン画面４１は、ディスプレイ画面の最
上段部に明るく輝く第１領域４２、及び全体的に類似した明るさで暗い第２領域４３を含
む。
【００５５】
　この際、第１領域４２は、図１の超音波プローブ１０が超音波診断を行わない時は、前
面部が空気中に露出されるために、超音波診断を行わない場合に、超音波プローブ１０か
ら発生する全反射によって光が集中されて、周囲に比べて相対的に照度が高く形成され得
る。
【００５６】
　また、第２領域４３は、図１の超音波プローブ１０が超音波診断を行わない時は、超音
波プローブ１０がエコー信号を受信することができないために、全体的に類似した照度を
有し、映像判読が難しい暗い画面に形成され得る。
【００５７】
　以下、本発明の他の実施形態についての動作方式を説明する。
【００５８】
　人体に接触されず、動作待機する時間の間に、あらかじめ設定されている領域間の陰影
差の臨界値を超えるか否かを判断し、両領域間の陰影差が臨界値を一定時間以上差が出れ
ば、人体に非接触した状態として決定し、低電力モードに移行する。陰影差を比較する領
域の決定は、プローブ方式によって変更が可能である。
【００５９】
　図４の場合、第１領域４２の一部または全部と第２領域４３の一部または全部とを比較
して、両領域の陰影差が既定の臨界値を超えるか否かによって人体の非接触如何を判断す
ることができる。
【００６０】
　低電力モードに移行後、再び人体接触になれば、低電力モードを解除し、正常モードで
動作を行う。
【００６１】
　前記のように、本発明は、超音波映像が表示されるディスプレイ部の特定領域の明るさ
を周期的に分析して、超音波診断を行わない場合に、低電力モードに切り替えて全体消費
電力量を減らし得る低電力モードを有する携帯用超音波診断装置及びその遂行方法を提供
する効果がある。
【００６２】
　以上、本発明について詳しく説明したが、その過程で言及した実施形態は、例示的なも
のであり、限定的なものではないということを確かめ、本発明は、以下の特許請求の範囲
によって提供される本発明の技術的思想や分野を外れない範囲内で、均等に対処可能な程
度の構成要素の変更は、本発明の範囲に属するものと理解されなければならない。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　本発明は、低電力モードを有する携帯用超音波診断装置及びその遂行方法関連の技術分
野に適用可能である。
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成28年10月27日(2016.10.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波信号を被検体に送信した後、前記被検体から反射されてきたエコー信号を受信す
る超音波プローブと、
　前記超音波プローブから反射されてきた前記エコー信号を収集してフレームデータを生
成するビームフォーマと、
　前記ビームフォーマから生成された前記フレームデータにスキャン変換を行って、超音
波映像を形成するスキャン変換部と、
　前記スキャン変換された超音波映像が表示されるディスプレイ画面を備えるディスプレ
イ部と、
　前記ディスプレイ部の超音波映像のうち、超音波診断を行わない場合の映像に対するイ
メージデータを保存するメモリと、
　前記ディスプレイ部の超音波映像と前記メモリに保存されたイメージデータとを比較分
析する超音波映像比較分析器と、
　前記超音波映像比較分析器によって、前記ディスプレイ部に表示される超音波映像が超
音波診断を行わない場合の超音波映像と判断されれば、全体回路を低電力モードに移行さ
せる低電力モード制御部と、
を備えることを特徴とする低電力モードを有する携帯用超音波診断装置。
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【請求項２】
　前記ディスプレイ部の前記ディスプレイ画面は、超音波映像が表示されるメイン画面及
びユーザ命令を入力されるインターフェース画面を含み、
　前記メイン画面は、
　超音波診断を行わない場合に、前記超音波プローブから発生する全反射によって光が集
中されて、周囲に比べて相対的に照度が高く形成される第１領域と、
　前記超音波プローブで前記エコー信号を受信することができない場合に、全体的に類似
した照度を有し、映像判読が難しい暗い画面に形成される第２領域と、
を備えることを特徴とする請求項１に記載の低電力モードを有する携帯用超音波診断装置
。
【請求項３】
　前記ディスプレイ部の超音波映像と前記メモリに保存されたイメージデータとを周期的
に比較分析し、前記低電力モードで一定時間経過後、正常電源モードに戻ってくるために
タイマを備えることを特徴とする請求項１に記載の低電力モードを有する携帯用超音波診
断装置。
【請求項４】
　前記低電力モードは、
　全体動作を制御する制御回路部を除き、電源が印加されない状態であることを特徴とす
る請求項１に記載の低電力モードを有する携帯用超音波診断装置。
【請求項５】
　超音波診断を行わない場合のイメージデータが保存されたメモリを備える低電力モード
を有する携帯用超音波診断装置の遂行方法において、
　被検体の超音波映像を収集する第１段階と、
　前記被検体の超音波映像を、超音波診断を行わない場合のイメージデータと比較する第
２段階と、
　前記第２段階で超音波診断を行う場合には、前記第１段階にフィードバックし、超音波
診断を行わない場合には、低電力モードに移行する第３段階と、
　前記第３段階で前記低電力モードに移行した場合に、一定時間待機する第４段階と、
　前記第４段階で一定時間が経過すれば、前記低電力モードを解除し、前記第１段階にフ
ィードバックすることを特徴とする低電力モードを有する携帯用超音波診断装置の遂行方
法。
【請求項６】
　前記被検体の超音波映像を、超音波診断を行わない場合のイメージデータと比較する前
記第２段階は、
　前記被検体の超音波映像と前記メモリに保存されたイメージデータとの差分映像を求め
て比較する段階であることを特徴とする請求項５に記載の携帯用超音波診断装置の遂行方
法。
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